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『
國
際
法
と
人

エ
ッ
チ
・
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
薯

椹
』

　
世
界
の
法
思
潮
は
今
や
人
椹
と
基
本
的
自
由
の
承
認
を
廻
つ
て
輔
換
期
に
立

つ
て
い
る
。
、
再
度
に
亙
る
大
職
を
輕
て
國
際
法
の
新
な
る
傾
向
が
、
理
論
と
實

行
の
封
峙
を
内
含
し
な
が
ら
新
し
い
國
際
條
約
を
通
じ
て
、
傳
統
的
理
論
に
批

到
と
反
省
を
要
求
し
始
め
た
。
世
界
の
諸
國
民
に
共
通
に
姜
嘗
す
べ
き
基
本
的

自
由
と
人
権
の
思
想
は
、
正
に
國
境
と
イ
デ
オ
・
ギ
ー
を
超
え
て
國
際
法
の
う

ち
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
殊
に
大
職
中
か
ら
の
職
雫
目
的
の
債
値
、
更
に
國
連

憲
章
、
世
界
人
権
宣
言
を
契
機
と
し
て
、
人
罐
尊
重
の
問
題
は
國
家
法
か
ら
國

際
法
へ
高
め
ら
れ
た
。
か
く
て
人
権
と
基
本
的
自
由
の
保
護
を
國
際
法
に
お
い

て
一
般
的
に
承
認
す
る
傾
向
は
、
大
職
後
の
國
際
法
の
新
し
い
一
つ
の
傾
向
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
教
授
は
ウ
イ
ー
ン
大
學
を
脛
て
英
國
に
渡
り
、
一
九
三
八

年
以
來
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
の
教
授
と
し
て
國
際
法
を
講
じ
、
現
在
英
國
國
際

法
學
會
の
亘
頭
と
目
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
一
九
四
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
診
昌

一
誉
霞
β
p
試
o
昌
巴
国
＝
9
菊
黄
げ
審
9
冒
”
昌
を
更
に
一
般
的
に
書
き
改
め

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

た
も
の
で
、
入
間
の
樺
利
と
國
際
法
、
國
蓮
憲
章
下
の
人
傭
、
國
際
人
灌
章
典

の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
傳
統
的
國
際
法
の
理
論
は
、
本
源
的
に
國
際
法
の
主
膿
を
主
穣
國
家
と
す
る

所
謂
諸
國
家
聞
の
法
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
脚
す
る
。
國
際
法
の
主
麗
に
つ

い
て
傳
統
的
邉
究
に
よ
つ
て
固
晒
な
ま
ま
に
し
て
い
る
な
ら
ば
、
墓
木
的
自
山

と
人
権
の
國
際
法
的
意
味
の
解
繹
は
た
め
ら
い
勝
ち
な
制
限
さ
れ
た
も
の
に
絡

る
。
し
か
し
國
際
法
の
墓
本
的
構
成
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
、
基
本
的
、
エ
ポ

ッ
ク
・
メ
ー
キ
ソ
グ
な
も
の
と
し
て
双
認
し
て
行
く
な
ら
ば
、
人
灌
保
障
の
機

能
を
働
か
せ
る
途
上
に
、
重
要
な
障
害
と
な
る
も
の
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
。

　
最
善
は
善
の
敵
で
あ
る
一
①
目
一
霊
図
Φ
。
Q
6
一
、
窪
器
目
一
身
び
憲
と
い
う
批

到
を
、
理
論
的
、
思
想
的
、
實
行
的
に
さ
え
排
除
し
て
、
新
な
る
構
成
を
國
際

法
の
分
野
に
展
開
し
、
傳
統
的
理
論
に
封
す
る
挑
職
が
本
書
に
お
け
る
中
核
を

な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
國
際
法
の
主
鵬
理
論
に
批
到
と
反
省
を
要
求

す
る
進
歩
的
立
場
と
傳
統
的
理
論
の
構
成
と
の
論
雫
は
、
入
間
の
樺
利
と
國
際

法
と
題
す
る
第
一
部
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の
論
旨
を
簡
昂
に

集
約
し
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

二

　
個
人
は
國
際
的
憐
欄
の
客
麗
か
ら
、
國
際
的
権
利
の
主
膣
へ
と
移
さ
れ
る
地

位
と
高
さ
を
取
得
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
事
實
を
國
際
法
の
眞
の
構
成
か
ら
異
端

な
非
實
行
的
な
も
の
と
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
吾
人
は
改
新
的
熱
意
を
和
ら
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
用
語
の
形
式
や
未
熟
な
過
去
の
思
考
の
一
般
化
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
人
類
の
道
徳
的
感
情
、
國
際
李
和
の
必
要
、
更
に
國
際
法

の
強
化
さ
れ
た
目
的
が
要
求
す
る
有
釜
な
改
革
へ
の
途
は
拓
か
れ
る
。
四
國
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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四
七
九
）



癩
介
と
批
評

定
に
弟
づ
く
國
際
軍
事
裁
判
所
は
、
國
際
法
は
主
椹
國
家
の
行
爲
に
關
す
る
も

の
で
、
個
人
に
封
し
て
は
庭
罰
を
規
定
し
な
い
の
が
立
前
で
あ
る
と
の
提
言
を

拒
否
し
、
國
際
法
に
封
す
る
犯
罪
は
抽
象
的
な
敵
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
脅

な
く
、
人
々
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
犯
罪
を
犯
し
た
個

人
を
庭
罰
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
國
際
法
の
規
定
は
償
わ
れ
る
。
と
判
示

し
た
。
か
く
て
個
人
は
國
際
法
の
主
騰
で
あ
る
こ
と
を
理
論
か
ら
實
行
へ
の
段

階
に
高
め
、
國
際
法
の
實
質
的
獲
展
に
傳
統
的
實
謹
主
義
が
相
賑
し
な
い
こ
と

を
明
確
に
し
、
組
織
化
さ
れ
た
國
際
耗
會
の
法
と
機
能
の
讐
方
に
お
い
て
、

革

新
的
意
昧
を
確
定
す
る
時
期
は
到
來
し
た
。

　
正
統
的
實
謹
法
主
義
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
國
際
法
に
よ
つ
て
利
釜
を
享
受
す

る
場
合
で
も
、
そ
の
権
利
は
國
家
の
纏
利
で
個
人
は
灌
利
の
客
膿
に
す
ぎ
な
い

と
主
張
す
る
。
一
方
、
諸
國
家
の
實
行
は
傳
統
的
原
理
に
論
駁
す
る
よ
う
に
、

海
賊
行
爲
、
封
鎖
侵
破
講
職
時
法
規
の
侵
犯
等
に
お
い
て
、
國
家
を
墓
胎
と
す

る
こ
と
な
く
塵
罰
さ
れ
た
。
か
か
る
國
際
的
費
行
の
承
認
は
、
國
際
法
の
慣
習

的
規
律
に
相
礁
せ
し
め
る
一
般
性
に
お
い
て
個
人
の
主
騰
的
地
位
セ
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
他
方
、
個
人
以
外
の
國
際
團
膣
の
國
際
人
格
を
承
認
す
る
傾
向

の
強
化
は
、
國
際
法
の
濁
占
的
主
膣
を
國
家
に
限
る
傳
統
的
原
理
に
封
す
る
不

正
確
さ
を
増
大
せ
し
め
る
諦
挨
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
國
際
瀧
會
の
獲
展

的
必
要
に
相
懸
し
得
な
い
よ
う
な
状
態
を
齎
し
て
い
る
。
現
代
國
際
瀧
會
の
諸

利
釜
は
、
國
際
瀧
會
の
編
砒
の
合
理
的
意
味
と
し
て
構
想
さ
れ
た
槽
利
と
義
務

の
新
し
い
主
騰
の
汲
認
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
故
國
際
機
構
の
獲
展
に
永
綾
し

來
つ
た
慶
れ
た
理
論
の
死
し
た
手
を
腸
れ
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
人
間

瀧
會
の
究
極
的
軍
位
と
し
て
個
人
の
生
存
に
關
係
す
る
諸
利
釜
を
、
國
際
法
に

關
係
づ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
現
代
國
際
法
の
性
格
を
適
格
に
把
握
し
近
づ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
六
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O
）

こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
國
際
連
合
の
國
際
人
格
の
問
題
に
關
す
る
國
際
司
法

裁
到
所
の
渤
告
的
意
見
は
、
襲
れ
た
且
つ
退
化
的
拘
束
か
ら
國
際
法
を
解
放
し

國
家
以
外
の
箪
位
に
封
し
て
も
、
そ
の
主
醗
へ
の
途
を
拓
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。

か
か
る
一
漣
の
事
工
買
は
、
理
論
に
お
い
て
は
優
力
な
原
理
の
不
相
懸
性
と
、
轡
凪

行
に
お
い
て
は
そ
の
國
際
的
實
務
の
軟
化
性
と
に
よ
つ
て
、
確
立
さ
れ
た
規
則

が
現
代
的
必
要
を
保
持
す
る
に
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
傳
統
的
原
理
と
國
際
法
の
實
行
）

三

　
園
際
法
に
お
け
る
個
人
の
主
盤
的
地
位
に
つ
い
て
の
實
行
は
、
法
の
積
極
的

叢
展
と
の
關
係
で
理
解
さ
巻
べ
き
で
あ
り
、
又
憲
章
と
國
際
法
の
主
膿
と
し
て

の
個
人
の
地
位
か
ら
、
國
家
の
法
と
濁
立
し
て
個
人
の
墓
本
的
人
植
の
祇
認
の

間
題
に
蓮
た
る
。
人
道
的
干
渉
は
、
歴
史
的
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
諸
政
府
の
眼
に
は
封
外
的
干
渉
に
よ
る
人
樒
の
防
禦
と
、
か
か
る
干
渉
に

よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
國
際
年
和
の
思
慮
と
の
間
に
砥
隅
を
存
在
せ
し
め
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
た
。
だ
が
李
和
は
人
道
的
人
格
の
神
聖
さ
に
基
づ
く
干
渉
が
主
張

す
る
企
圖
に
よ
つ
て
よ
り
も
、
寧
ろ
人
樒
に
野
す
る
導
政
的
侮
辱
に
よ
つ
て
も

つ
と
危
瞼
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
憲
章
に
お
い
て
個
人
は
基
本
的
人
櫻

と
自
由
を
賦
典
さ
れ
た
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。
憲
草
は
政
治
宣
言
で
な
く
法

的
記
録
で
あ
り
、
そ
の
用
語
は
法
の
用
語
即
ち
國
際
法
の
用
語
で
あ
る
。
憲
章

下
の
植
利
は
保
償
の
有
敷
性
か
ら
不
完
全
な
法
的
灌
利
で
あ
る
が
、
憲
章
は
構

成
員
に
法
的
義
務
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
権
利
を
侵
犯
し
て
も
國
家
が
張
制
的

に
國
際
司
法
裁
到
所
へ
提
訴
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
が
こ
れ
を
以
て
憲
章

下
の
基
本
的
人
椹
の
法
的
性
格
ば
剥
奪
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
憲
章
が
基
本
的



権
利
と
自
由
に
關
し
て
義
務
づ
け
す
る
範
園
で
、
個
人
を
國
際
法
の
主
膿
と
認

め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
實
は
國
際
法
に
お
け
る
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
個

入
の
從
燭
的
地
位
の
原
則
を
最
終
的
に
放
棄
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
人
道

に
剴
す
る
犯
罪
の
確
立
は
人
間
的
人
格
の
艸
聖
さ
の
侵
破
と
み
な
し
、
國
家
の

法
に
優
位
す
る
法
に
お
い
て
人
権
の
存
在
が
基
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

國
際
的
義
務
の
主
腔
を
個
人
に
露
す
る
こ
と
も
、
結
局
新
鮮
な
、
血
の
あ
る
人

間
に
封
し
て
責
任
を
露
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
責
任
を
負
5
者
は
何
人
も
な
い

事
由
に
よ
る
。
國
際
刑
事
責
任
は
犯
罪
行
爲
の
行
動
に
出
で
た
人
間
機
關
に
一

次
的
に
、
國
家
に
補
充
的
に
録
す
る
結
果
と
な
る
。

　
國
際
軍
事
裁
到
所
規
程
、
集
團
殺
害
罪
の
防
止
庭
罰
に
關
す
る
條
約
の
規
定

は
、
國
際
刑
事
責
任
に
つ
い
て
個
入
の
義
務
の
承
認
が
、
國
家
の
集
合
的
實
在

の
範
園
を
縮
減
せ
し
め
る
傾
向
を
導
い
た
。
個
人
が
國
際
法
の
主
瞭
で
あ
る
と

の
原
理
の
確
立
、
完
全
且
つ
有
敷
な
承
認
に
封
し
ゼ
、
國
際
道
徳
の
展
開
に
お

け
る
道
徳
の
二
つ
の
標
準
を
確
立
し
預
認
す
る
傾
向
の
不
可
避
的
結
果
は
、
す

べ
て
法
の
根
幹
で
あ
る
道
徳
的
要
素
い
わ
ば
倫
理
の
普
遍
的
法
典
へ
の
損
傷
を

結
果
す
る
。
　
（
國
際
的
槽
利
義
務
の
主
膿
と
し
て
の
個
人
）

四

　
國
際
司
法
裁
到
所
規
程
三
十
四
條
は
、
傳
統
的
理
論
が
國
際
裁
判
所
に
一
8
房

oo

富
鼠
一
を
持
つ
の
を
國
家
に
限
定
す
る
態
度
を
強
化
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
九
二
〇
年
以
來
個
人
の
國
際
法
的
地
位
を
認
め
る
べ
く
探
揮
さ
れ
た
諸
々
の

考
慮
は
、
個
人
の
國
際
訴
訟
能
力
の
承
認
へ
の
動
き
と
し
て
見
ら
れ
た
。
國
際

法
の
獲
展
は
、
國
際
裁
到
所
に
訴
訟
常
事
者
と
な
る
こ
ど
か
ら
個
人
、
一
般
に

國
家
以
外
の
人
絡
者
を
妨
止
す
る
に
つ
い
て
、
固
有
な
も
の
は
何
も
存
在
し
な

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
く
て
基
本
的
自
由
と
入
椹
が
國
際
司
法
機
關
の

も
と
に
、
國
際
人
権
章
典
を
有
敷
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
餐
営
な
國
際
的
樺
利

の
疑
い
な
き
性
格
を
獲
得
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
5
。
國
際
裁
到
に
お
け
る

2
曽
該
9
巴
勘
な
9
巳
巴
目
の
の
主
張
は
國
家
に
鵬
さ
な
い
個
人
の
國
際
法
的
購

遇
を
通
じ
て
、
そ
の
時
代
錯
誤
的
観
念
が
個
人
の
國
際
人
格
の
確
定
と
い
ろ
目
、

標
を
設
定
し
、
國
際
的
履
行
を
特
別
の
國
家
の
構
成
員
に
限
る
と
い
つ
た
黙
へ

の
依
存
を
や
め
た
の
で
あ
つ
た
。
　
（
個
人
の
國
際
訴
訟
能
力
）

　
個
人
を
國
際
法
か
ら
排
斥
す
る
傳
統
的
な
古
め
か
し
い
ド
グ
マ
的
理
論
の
蜘

蛛
の
災
が
一
掃
さ
れ
る
な
ら
ば
、
個
人
の
訴
訟
上
の
無
能
は
論
理
的
基
礎
か
ら

解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
裁
判
所
の
實
務
的
改
革
に
よ
つ
て
政
府
の
果

敢
な
い
思
慮
か
ら
解
放
し
、
國
際
瀧
會
に
お
け
る
福
祉
と
正
義
の
名
に
お
い
て

三
十
四
條
は
、
國
家
と
私
的
叉
は
公
的
團
膣
若
し
く
は
私
人
と
の
紛
曾
に
つ
い

て
も
國
家
の
合
意
に
よ
つ
て
管
轄
権
を
持
つ
と
解
羅
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一

九
二
〇
年
以
後
の
費
展
は
國
際
ギ
和
と
正
義
の
．
要
求
が
、
國
際
法
の
も
と
に
個

人
の
椛
利
の
す
べ
て
の
侵
犯
に
劉
し
て
、
國
家
の
裁
到
椹
に
す
べ
て
の
人
々
に

到
す
る
最
高
の
國
際
機
關
へ
提
訴
し
得
る
権
利
を
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
大

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
個
人
が
國
際
法
の
主
監
と
し
て
構
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
の
は
、
す
べ
て
法
の
究
極
的
軍
位
と
し
て
の
入
間
の
人
絡
性
の
便
値
の

承
認
、
即
ち
基
本
的
人
権
を
否
定
す
る
結
果
が
國
際
準
和
を
悩
ま
し
危
瞼
を
現

蜜
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
個
人
を
國
際
的
権
利
主
瞠
に
構
成
し
、
國
際
法
の
倫

理
的
墓
礎
の
張
化
、
科
學
の
破
壊
力
の
増
大
に
俘
い
、
そ
の
時
代
的
必
要
が
図

際
法
の
性
格
と
機
能
を
し
て
形
式
的
な
も
の
か
ら
實
質
的
た
も
の
へ
縛
化
せ
し

め
た
こ
と
に
あ
る
。

　
主
椛
の
原
則
に
よ
つ
て
國
家
の
威
嚴
の
名
に
よ
つ
て
、
國
際
秩
序
の
黙
位
と
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紹
介
と
批
評

し
て
の
個
人
の
理
念
が
拒
否
さ
れ
、
人
間
の
唯
一
の
保
護
者
た
る
べ
き
國
家
が

寧
ろ
人
間
の
魚
嚴
に
封
す
る
謀
反
の
ご
と
く
見
え
た
り
す
る
場
合
、
主
罐
國
家

が
排
他
的
に
個
人
や
私
的
團
盤
を
法
的
保
障
の
範
園
外
に
追
い
や
る
こ
と
ほ
許

す
べ
か
ら
ざ
る
事
項
に
厨
す
る
。
國
際
法
の
主
膣
、
人
椹
、
基
本
的
自
由
は
、

個
人
を
國
際
實
定
法
の
一
部
に
と
り
入
れ
つ
つ
あ
る
。
國
家
の
協
同
的
賢
在
が

そ
の
構
成
分
子
以
上
の
秩
序
で
あ
る
と
の
槻
念
は
否
定
さ
れ
た
。
人
灌
と
基
本

的
自
由
の
承
認
は
、
排
他
的
侵
略
國
家
主
義
を
法
の
支
配
に
墓
づ
く
世
界
肚
會

の
理
念
に
よ
つ
て
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
破
壊
し
去
つ
た
。
基
本
的
人

瀧
は
主
権
國
家
の
法
に
優
位
す
る
。
か
か
る
理
念
の
下
に
お
け
る
法
は
國
際
法

秩
序
と
道
徳
的
制
限
及
び
管
轄
権
の
關
係
を
形
造
り
、
國
際
法
の
有
釜
な
性
格

は
人
類
の
普
遍
的
法
と
し
て
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
國
際
法
の
主
騰
、
國

際
法
の
機
能
、
人
間
の
樺
利
）

五

　
嚴
格
な
法
論
理
に
よ
れ
ば
、
人
灌
の
國
際
的
承
認
も
保
護
も
す
べ
て
自
然
法

原
理
や
自
然
灌
か
ら
掲
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
」
自
然
槽
は
諸
國
家
の

砒
會
の
實
定
法
の
眞
の
代
用
物
と
な
る
の
で
は
な
い
。
自
然
法
、
自
然
権
は
道

徳
的
表
現
の
一
で
あ
り
、
進
歩
に
封
す
る
制
動
の
作
用
で
な
く
法
的
改
革
の
有

力
な
挺
子
で
あ
る
。
今
日
の
道
徳
的
要
求
は
し
ば
し
ば
明
日
の
法
的
擁
利
で
あ

る
。
人
椹
と
墓
本
的
自
由
が
人
類
の
實
定
墓
本
法
の
一
部
と
な
つ
た
後
で
さ

え
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
お
か
れ
る
自
然
法
、
自
然
槽
の
理
念
は
、
す
べ
て
實
定

法
の
適
合
性
の
究
極
的
標
準
を
常
に
留
め
る
高
次
の
法
を
構
成
す
る
で
あ
ろ

う
。
政
治
的
法
的
思
想
に
基
づ
く
自
然
法
理
念
の
寄
興
な
し
に
、
人
権
の
國
際

的
保
障
殊
に
國
際
人
纏
章
典
の
す
べ
て
有
敷
な
計
甕
と
封
峙
す
る
よ
う
な
困
難
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性
に
、
吾
人
は
打
勝
つ
べ
き
希
望
を
持
ち
え
な
い
。

　
十
八
世
紀
以
來
自
然
権
の
思
想
は
進
歩
と
反
動
の
襲
方
か
ら
當
惑
的
光
景
を

示
し
な
が
ら
も
、
世
界
の
す
べ
て
の
國
々
の
憲
法
の
一
部
と
し
て
人
間
の
自
然

罐
が
存
在
し
た
と
い
う
一
致
は
妨
げ
ら
れ
な
か
つ
た
。
國
際
法
に
お
い
て
は
人

道
的
性
格
を
持
つ
諸
條
約
は
、
特
殊
的
或
は
人
道
的
干
與
の
不
安
定
且
つ
論
雫

あ
る
原
理
に
奉
仕
す
る
國
際
法
の
軌
道
の
外
に
留
ま
つ
て
い
た
。
爾
大
職
の
目

的
の
一
つ
は
、
人
間
性
の
強
調
と
い
う
目
的
を
通
じ
て
民
主
主
義
に
よ
る
世
界

の
安
全
を
齎
ら
す
に
在
つ
た
。
民
主
主
義
に
よ
つ
て
不
可
譲
の
人
間
の
自
由
を

國
際
批
會
に
お
い
て
安
全
に
す
る
こ
と
が
、
世
界
平
和
の
不
可
飲
の
條
件
で
あ

つ
た
。
國
家
と
個
人
の
關
係
は
法
と
政
治
の
永
劫
の
課
題
で
あ
り
、
歴
史
的
に

は
蓮
績
的
系
列
を
霊
い
て
い
る
。
國
家
の
目
的
と
個
人
の
隔
阯
と
は
、
國
家
機

能
の
完
全
な
現
實
化
へ
の
進
歩
と
人
間
の
文
化
的
存
在
の
絶
封
條
件
の
承
認
の

關
係
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
　
（
政
治
思
想
、
法
思
想
に
お
け
る
自
然
樺
の
理

念
）

山1、

　
墓
本
的
人
灌
の
承
認
は
、
法
と
事
實
の
墜
方
に
お
い
て
自
然
法
と
國
際
法
の

難
子
的
認
容
に
よ
つ
て
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
、
不
安
定
且
つ
不
完
全
な
も
の
と

し
て
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
法
の
歴
史
の
獲
展
は
、
二
千
年
に
亙
つ
て
道

徳
の
通
常
事
と
し
て
無
害
な
絡
言
を
示
し
、
十
八
世
紀
末
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の

集
積
と
な
つ
て
古
代
か
ら
の
專
政
を
粉
砕
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
揺
動
か
し

た
。
十
九
世
紀
は
自
然
法
が
防
禦
的
地
位
か
ら
達
成
と
實
行
の
段
階
に
齎
ら
さ

れ
、
二
十
世
紀
は
再
び
人
罐
の
擁
護
者
と
し
て
歴
史
的
機
能
を
取
戻
し
た
。
自

然
法
は
し
ぱ
し
ば
專
臨
へ
根
擦
を
與
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
故
排



斥
さ
れ
て
來
た
が
自
然
法
に
不
可
避
的
專
断
と
い
う
こ
と
は
何
も
な
い
。
寧
ろ

自
然
法
は
專
断
に
封
す
る
挑
職
を
行
い
、
人
聞
の
理
性
的
道
徳
的
存
在
か
ら
自

然
灌
に
基
づ
く
自
由
と
幸
繭
を
膣
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
．
そ
れ
は
唯
自
然
へ

の
室
想
法
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
實
定
法
と
倫
理
と
の
關
係
に

お
い
て
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
法
と
い
う
便
利
な
概
念
は
、
自
然
的
制

度
と
し
て
奴
隷
制
の
正
當
化
や
婦
人
参
政
権
の
反
封
と
な
つ
て
現
わ
れ
、
疑
惑

と
酷
苦
さ
の
中
に
論
雫
さ
れ
政
治
的
自
由
の
敵
と
絶
劃
主
義
の
擁
護
者
に
よ
つ

て
喚
び
起
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
自
然
法
理
念
の
濫
用
を
直
ち
に
そ
の
機
能

を
認
め
ず
に
拒
否
す
る
の
は
、
彼
等
が
自
然
法
に
つ
い
て
僅
か
し
か
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
に
基
因
す
る
。
自
然
法
が
誤
つ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
人
聞
の
自
由
と
李
等
の
規
則
に
よ
ら
な
い
権
利
の
確
定
と
防
禦
に
役
立

つ
た
こ
と
は
一
暦
確
か
で
あ
る
。

　
自
然
法
原
理
は
人
間
の
自
然
灌
の
理
念
の
擁
護
者
で
あ
り
挺
子
で
あ
つ
た
。

自
然
法
の
歴
史
は
、
自
然
法
原
理
が
國
家
の
暴
虐
と
國
家
制
度
の
有
害
さ
に
蜀

す
る
自
田
の
要
求
に
深
く
根
ざ
し
て
い
ゐ
こ
と
を
教
え
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の

自
然
法
の
再
生
は
筒
法
的
機
能
の
他
の
一
側
面
に
す
ぎ
ず
、
第
一
次
大
職
後
の

自
然
法
の
再
生
へ
の
動
き
は
危
瞼
な
廣
範
な
意
昧
を
齎
ら
し
た
。
し
か
し
ド
イ

ツ
絶
封
主
義
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
に
反
封
す
る
國
家
群
に
お
け
る
自
然
法
の
傳
統

は
、
個
人
の
紳
聖
さ
の
確
言
に
お
い
て
生
き
生
き
と
し
た
要
素
を
齎
ら
し
た
。

吾
人
は
二
十
世
紀
に
お
け
る
自
然
法
理
念
の
周
期
的
復
活
の
好
ま
し
さ
と
強
さ

を
論
明
し
た
が
、
人
椹
の
國
際
的
承
認
は
國
際
人
瀧
章
典
其
他
吋
よ
つ
て
、
よ

り
有
敷
に
實
定
法
の
實
質
的
範
園
の
一
部
と
し
て
齎
ら
さ
れ
た
時
に
、
す
べ
て

人
の
作
つ
た
法
の
手
段
と
そ
の
正
當
化
と
し
て
構
想
さ
れ
た
人
澗
の
自
然
権
と

自
然
法
に
到
し
て
、
そ
の
依
存
を
投
げ
棄
て
る
傾
向
は
な
か
つ
た
。
　
（
自
然
法

紹
介
と
批
詐

の
機
能
と
人
間
の
懐
利
）

七

　
自
然
法
と
人
間
の
固
有
な
罐
利
と
の
密
接
な
關
係
は
軍
に
理
念
の
一
方
的
動

向
で
は
な
く
、
寧
ろ
自
然
法
原
理
は
畿
生
と
生
成
に
お
い
て
人
間
の
不
可
談
の

権
利
の
理
念
に
負
う
て
い
る
。
グ
・
チ
ウ
ス
に
よ
つ
て
自
然
法
に
興
え
ら
れ
た

新
し
い
カ
と
威
嚴
は
偉
大
な
歴
史
的
機
能
と
共
に
、
そ
の
張
さ
を
ま
し
國
際
法

に
新
し
い
壽
命
と
意
味
を
與
え
た
の
で
あ
る
。
十
七
世
紀
及
び
十
八
世
紀
に
お

い
て
自
然
法
に
封
す
る
新
な
る
活
力
を
輿
え
た
要
素
の
一
は
、
國
際
法
に
蜀
す

る
必
要
で
あ
つ
た
。
國
際
法
の
自
然
法
へ
の
依
存
の
程
度
に
よ
つ
て
自
然
法
畢

派
、
グ
・
チ
ウ
ス
學
派
、
實
定
法
學
派
の
思
考
が
現
わ
れ
た
が
、
そ
の
間
の
嚴

密
な
匠
別
は
二
十
世
紀
に
お
け
る
法
實
謹
主
義
の
後
思
考
で
あ
つ
た
。
今
や
吾

人
は
人
椹
の
確
定
と
の
關
係
で
そ
の
依
存
と
存
在
理
由
と
が
、
國
際
法
獲
展
の

中
に
約
定
さ
れ
た
自
然
法
を
喚
び
戻
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
國
際
法
は
固
有

な
人
間
の
権
利
の
概
念
に
封
し
問
接
に
義
務
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
國
際
法

の
稜
見
者
達
は
、
自
然
樒
に
つ
い
て
す
べ
て
法
の
究
極
的
軍
位
と
し
て
の
個
人

が
國
家
の
限
定
的
分
野
に
優
位
し
、
人
間
性
の
普
遍
的
法
に
國
際
法
が
墓
づ
い

て
い
る
こ
と
を
読
明
し
て
い
る
。
更
に
人
道
的
干
渉
は
十
七
世
紀
に
至
つ
て
宗

教
的
自
由
の
権
利
を
條
約
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
安
全
化
さ
れ
、
國
際
螢
働
機

關
や
少
敷
民
族
の
保
護
條
約
を
契
機
と
し
て
、
更
に
第
二
次
大
職
後
は
信
託
統

治
に
お
い
て
現
實
化
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
國
際
實
行
は
居
留
外
人
の
庭
遇
や
信

託
統
治
制
度
の
も
と
に
護
展
と
共
に
張
化
さ
れ
、
條
約
に
よ
つ
て
直
接
に
棲
利

取
得
の
資
格
を
個
人
に
認
め
、
國
際
裁
到
所
へ
の
直
接
的
接
近
の
方
法
も
認
め

た
。
か
く
て
今
や
基
本
的
権
利
は
直
接
に
は
憲
章
規
定
を
繰
返
す
こ
と
に
お
い

六
九
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紹
介
と
批
評

て
、
間
接
に
は
人
道
に
封
す
る
犯
罪
の
確
定
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

居
留
外
人
の
屍
遇
共
他
一
蓮
の
人
道
的
干
與
は
國
際
法
に
お
け
る
過
去
の
寄
興

で
あ
る
。
過
去
の
寄
與
と
將
來
の
意
昧
と
が
錯
綜
す
る
現
在
に
お
い
て
、
自
然

怯
、
園
際
法
及
び
人
灌
の
内
面
的
關
係
と
相
互
的
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
協
是

に
必
要
と
な
る
。
國
際
法
が
人
灌
の
概
念
か
ら
間
接
に
は
自
然
法
に
よ
つ
て
得

た
恩
惑
を
考
慮
し
た
腱
、
自
然
法
は
出
獲
黙
を
個
人
に
お
き
、
そ
れ
は
人
聞
性

の
自
然
法
で
あ
り
人
聞
の
道
徳
的
義
務
の
基
胎
で
あ
つ
た
。
國
際
法
は
封
内
的

に
國
家
か
ら
人
間
の
自
由
を
安
全
に
し
、
野
外
的
危
瞼
か
ら
國
家
を
安
全
に
し

て
そ
の
目
的
を
達
成
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
主
樺
図
家
は
人
問
の
福
祉
と
究
極
目
的
の
保
誰
人
で
あ
る
。
國
際
人
椹
章
典

は
諸
國
家
と
諸
國
家
の
耽
會
と
の
襲
方
の
憲
法
の
一
部
と
し
て
の
實
定
法
で
あ

る
。
し
か
し
國
際
法
秩
序
の
確
定
的
繋
崩
に
よ
つ
て
安
全
化
さ
れ
な
い
限
り
、

耶
に
郵
論
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
軍
に
實
定
法
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
人
樺
が
有

害
で
あ
る
の
は
、
國
際
法
に
お
い
て
も
同
檬
で
あ
る
。
人
椹
の
登
極
が
現
實
と

な
る
な
ら
ば
、
人
権
は
適
當
に
保
障
さ
れ
張
化
さ
れ
た
實
定
國
際
法
の
一
部
と

な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
完
成
は
原
則
の
宣
言
の
形
式
や
宗
敏
的
呪
文
に
よ
つ

て
は
達
、
成
さ
れ
得
な
い
。
　
（
國
際
法
と
不
可
譲
の
人
間
の
樺
利
）

八

　
國
際
法
が
人
権
の
保
障
に
つ
い
て
干
興
し
諸
國
民
の
協
力
を
要
請
す
る
の

は
、
國
際
法
の
主
艦
理
論
の
展
開
及
び
自
然
法
的
強
化
に
伴
な
う
人
糠
の
保
障

及
び
促
進
が
占
め
る
國
際
法
的
地
位
の
確
立
を
意
味
す
る
。
憲
章
は
長
い
論
議

と
熱
慮
の
上
に
新
し
い
國
際
法
哲
學
の
一
部
と
し
て
、
叉
古
い
國
際
法
膣
系
の

不
相
礁
性
と
危
瞼
性
の
脛
瞼
か
ら
強
い
ら
れ
た
課
題
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ

七
〇

（
四
八
四
）

る
。
人
権
と
基
本
的
自
由
に
無
關
心
乃
至
は
侵
犯
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
憲
章
・

の
法
的
道
徳
的
灌
威
の
襲
方
を
破
壊
し
、
諸
條
約
が
善
意
に
解
羅
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
5
構
成
に
敢
て
逆
ら
う
こ
と
に
な
る
。
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
會
議
以

來
間
題
と
な
つ
て
い
る
人
権
と
墓
本
的
自
由
の
促
進
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
保
障

を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
は
、
人
槽
に
封
す
る
奪
敬
を
促
進
す
る
法
的

義
務
が
爺
重
の
法
的
義
務
を
含
み
、
し
か
も
こ
れ
ら
め
樺
利
の
有
数
た
國
際
的

強
化
に
つ
い
て
の
手
段
の
採
用
及
び
機
關
の
確
立
の
義
務
を
含
ん
で
い
る
。
人

灌
と
墓
本
的
自
由
の
瞭
重
の
義
務
は
善
意
の
中
に
存
在
し
、
且
つ
有
敷
に
輿
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
夫
々
國
家
の
事
項
と
條
件
に
鷹
じ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
國
際
人
絡
者
と
し
て
構
想
さ
れ
た
國
家
の
み
な
ら
ず
、
國
家
以
外

の
團
腔
も
個
人
も
均
し
く
人
槽
と
基
．
本
的
自
由
の
鱈
重
を
促
進
張
化
す
べ
き
義

務
を
．
負
う
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
國
際
法
に
お
け
る
個
人
は
一
般
的
に
そ
の
法

的
地
位
を
條
約
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
憲
章
は
自
然
法
の
奪
い
し
か
し
論
璽
あ
る
軌
道
か
ら
實
定
國
際
法
の
分
野
に

ま
で
、
個
入
の
不
可
護
の
自
然
櫨
を
移
し
て
い
る
。
し
か
も
國
際
法
の
主
騰
と

し
て
の
個
人
の
基
本
的
樒
利
及
び
自
由
の
承
認
を
通
じ
て
惹
起
さ
れ
た
個
入
の

新
し
い
地
位
の
意
昧
の
現
賢
化
に
は
、
國
際
分
野
に
お
い
て
よ
り
有
敷
に
主
張

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
個
人
が
國
際
法
の
主
騰
で
な
い
と
い
弓
慶
れ
た
厭
理
に
依

存
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
抑
黙
す
べ
き
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。
國
際
蓮
合

憲
章
は
人
灌
と
基
本
的
自
由
の
尊
軍
に
つ
い
て
、
構
成
員
に
封
し
法
的
養
務
を

課
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
憲
章
規
定
の
法
的
敷
果
）

九

國
内
事
項
に
人
権
保
障
の
問
題
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
、
　
営
富
署
Φ
b
①
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冨
同
の
富
言
と
の
二
つ
の
用
語
の
解
羅
に
依
存
す
る
。
干
渉

の
用
語
の
意
昧
は
、
全
騰
と
し
て
一
義
的
な
含
み
の
あ
る
技
術
用
語
で
あ
り
、

國
家
の
濁
立
の
否
定
に
蓬
す
る
行
爲
の
意
昧
に
お
け
る
命
令
的
干
與
で
あ
り
、

璽
に
命
令
的
形
式
に
お
い
て
他
の
國
家
に
封
し
て
、
一
或
は
そ
れ
以
上
の
國
家

の
意
思
を
強
い
る
べ
く
意
闘
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
解
繹
に
從
つ
て
國
際
浬

合
の
人
権
と
自
由
の
運
守
の
強
化
促
進
の
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
を
妨
げ

為
よ
5
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
殊
に
第
二
條
七
項
が
第
七
章
の
強
制
措
置
を

國
内
事
項
か
ら
排
除
し
て
い
る
限
り
、
張
制
措
置
に
数
え
ら
れ
な
い
干
渉
行
爲

が
程
度
と
手
段
に
よ
つ
て
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
國
内

事
項
は
國
際
法
の
稜
展
に
俘
つ
て
本
質
的
に
園
際
事
項
に
な
り
得
る
。
と
い
う

の
は
人
椹
の
麓
重
と
蓮
守
が
法
的
意
昧
で
の
國
際
義
務
の
問
題
と
な
つ
て
來
て

い
る
か
ら
、
そ
の
性
格
や
反
響
が
國
際
亭
和
巴
安
全
に
封
し
て
直
接
或
は
強
制

的
脅
威
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
紛
雫
や
状
勢
が
本
質
的
に
國
家
の

國
内
事
項
た
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
國
内
管
轄
條
款
の
採
揮
に

つ
い
て
國
際
遽
合
の
創
始
者
達
は
、
故
意
又
は
過
失
で
憲
章
の
中
に
崩
壊
的
要

素
を
導
入
し
た
の
で
は
な
い
。
國
内
事
項
に
本
質
的
に
存
在
す
る
餓
地
の
な
い

事
項
で
國
際
義
務
の
間
題
と
な
り
、
そ
れ
が
本
質
的
に
國
内
事
項
で
な
い
限
り

例
外
に
ぱ
含
ま
れ
な
い
。
國
際
連
合
の
實
行
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
が
世
界
準

和
に
封
す
る
積
極
的
或
は
張
制
的
危
瞼
を
衡
ら
す
程
度
に
ま
で
園
際
的
に
關
係

歪
る
事
項
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
國
家
の
國
丙
事
項
で
は
な
い
。

　
國
内
事
項
で
あ
る
か
否
か
の
決
定
は
具
瞠
的
事
情
と
關
係
機
關
の
決
定
に
侯

つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
す
べ
て
個
々
の
事
件
に
つ
い
て
善
意
に
從
つ
て
憲
章

を
解
繹
す
る
の
が
、
關
係
機
關
の
義
務
で
あ
つ
て
政
治
的
利
釜
の
專
闘
的
考
慮

紹
介
と
批
詐

に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
憲
章
に
具
騰
的
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
國
内

事
項
の
留
保
は
、
國
家
の
國
内
卒
項
の
分
野
と
し
て
傳
統
的
に
關
係
づ
け
ら
れ

た
保
護
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
國
家
の
封
内
的
主
椹
に
影
響
す
る
の

で
あ
る
。
だ
が
憲
章
の
諸
規
定
に
よ
つ
て
包
含
さ
れ
た
間
題
に
つ
い
て
は
、
國

際
蓮
合
に
よ
る
積
極
的
關
係
に
そ
の
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
そ
れ
は
憲
章
の
法

的
技
術
的
解
羅
が
、
全
瞠
と
し
て
憲
章
の
精
神
と
目
的
と
に
從
つ
て
な
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
事
實
の
結
果
で
あ
る
。
人
椹
と
自
山
に
關
す
る

憲
章
の
規
定
は
用
語
の
軍
な
る
形
式
か
ら
、
そ
の
規
定
の
最
も
意
昧
潔
い
何
ら

か
の
も
の
へ
と
還
元
せ
し
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
憲
章
規
定
の
用
語

は
國
際
法
の
承
認
さ
れ
た
術
語
、
起
草
の
歴
史
そ
し
て
國
際
連
合
の
賓
行
に
從

つ
て
解
羅
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
椹
と
基
本
的
自
由
に
關
し
て
決
定
的
、
實
質

的
制
限
を
意
昧
す
る
も
の
は
何
に
も
存
在
し
な
い
。
　
（
國
内
事
項
の
敷
果
）

十

　
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
教
授
の
國
際
法
と
人
椹
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
的
前
提
と

も
い
う
べ
き
人
間
の
樺
利
と
國
際
法
に
つ
い
て
抄
謬
を
試
み
、
更
に
憲
草
規
定

の
解
繹
上
の
問
題
に
つ
い
で
多
少
の
集
約
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
一
讃
し
た

と
こ
ろ
國
家
主
槽
を
中
心
と
す
る
傳
統
的
國
際
法
に
す
る
ど
い
批
到
と
反
省
を

求
め
て
い
る
馳
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
教
授
は
本
題
に
關
す
る
論

説
を
十
年
に
も
亙
つ
て
考
察
し
つ
づ
け
た
。
印
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介
と
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評
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霞
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試
g
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臣
き
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蒔
算
の
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等
の
諸
論
説
を
通
じ
て
、
本
書
は
此
の
課
題
の
総
決
算
の

意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
或
る
英
國
の
法
律
難
誌
に
お
け
る
書
評
者
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
に
お
け
る
國
際
法
學
の
哲
學
的
創
始
者
を

毒
ば
し
め
た
で
あ
ろ
う
し
、
世
界
或
は
世
界
の
法
膣
系
が
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ

に
お
い
て
新
に
し
始
め
ら
れ
、
且
つ
古
典
的
な
法
の
哲
學
的
獲
見
に
到
し
て
最

近
の
獲
展
に
關
係
を
求
め
る
と
い
う
容
易
な
論
を
輕
蔑
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
正
に
本
書
は
一
讃
し
て
そ
の
債
値
を
剣
蜥
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
過
去
、
現
在
、
未
來
に
亙
る
歴
史
の
獲
展
に
お
い
て
、
人
権
の
問
題
は
普
遍

的
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
永
劫
の
課
題
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
人
権
の
國
際

的
保
障
は
、
輩
に
理
論
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
實
に
國
際
人

樒
宣
言
の
成
立
に
お
い
て
有
力
な
反
封
は
、
そ
の
實
現
と
具
騰
的
保
障
手
段
の

面
に
あ
つ
た
。
し
か
し
人
権
思
想
を
法
の
理
念
の
普
遍
的
基
盤
に
置
き
、
不
可

譲
の
人
権
を
國
家
的
封
立
を
超
え
て
世
界
共
通
の
間
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
こ

と
は
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
だ
が
間
題
は
、
國
際
法
と
國
際
道
徳
、
國
際

法
の
限
界
と
世
界
法
、
國
際
麺
合
の
理
念
と
解
縄
、
國
際
法
に
お
け
る
國
家
と

個
人
、
人
樺
に
關
す
る
國
際
秩
序
と
國
家
秩
序
等
の
關
係
を
廻
つ
て
論
究
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
國
際
法
に
よ
る
個
人
の
人
穣
の
一
般
的
保
障
の
實
現
へ

の
途
は
遠
い
。
そ
れ
は
規
範
的
に
は
國
際
法
の
構
成
と
の
關
係
で
、
事
賓
的
に

は
人
椹
の
保
障
の
具
騰
的
な
國
際
的
實
施
と
の
關
係
で
幾
多
の
努
力
を
要
請
さ

れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
人
椹
の
問
題
が
、
こ
こ
に
國
際
法
に
お
い
て
一
般
的
意
味
を
持
つ

に
至
つ
た
こ
と
は
、
人
樫
の
魚
重
に
關
し
て
個
人
、
國
家
、
國
際
耽
會
の
い
ず

れ
も
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
教
授
の
國

七
二

（
四
八
六
）

際
法
と
人
権
は
、
そ
の
理
論
的
前
提
に
お
い
て
理
念
的
強
調
に
す
ぎ
る
嫌
い
は

あ
る
に
せ
よ
、
軍
に
國
際
法
に
關
係
す
る
者
に
と
つ
て
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ

て
法
を
學
び
研
究
す
る
者
に
と
つ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
偵
値
を
持
つ
て
い

る
。
最
善
を
善
の
敵
と
す
る
こ
と
な
く
、
人
権
は
疎
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
　
涜
）


